
















































































































・ 住所：Troels-Lunds Vej 27-29, 2000  
 Frederiksberg,Demark
・訪問日： 2014年3月26日（水）10 :00～15 :00
・調査対象：Ms.Pia Morilla（施設長）
③ プライェム（介護施設）「Sølund（スーロン）」
















































（1） プライエボーリ（介護住宅）  
「Kastanjehaven（カスタニアヘーベン）」
（カスタニアヘーヴェンの建物）





































































































勤務形態は、日勤務7 :30～15 :30 or 7 :30～








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































要（18）, 2018. 3, p60
5） 石黒暢「デンマーク社会福祉事情（1）」村井誠人編, 
デンマークを知るための 68 章, 明石書店, 2009 年, 
p312








1） 「安全な手のもとで“In Safe Hands”」はフレデリクス
ベア市の高齢者介護政策のスローガンで、褥瘡、投薬、
転倒、感染症の 4 つのテーマを掲げている。
2） デンマークでは資格に専門的力量を期待するという
面と共に、資格によってできる範囲や業務が決まって
いるという制度上の特徴がある。介護住宅の入居者の
重度化によって医療的対応が増えるので医療的対応
が許されている社会保健アシスタントが必要になる
という事情がある。
3） 日本で言えばデイケアのような在宅サービス施設。
4） 集団の日課でケアしていくのではなく、個人ごとにケ
アをしていくシステム
5） 日本の場合はケアマネジャーが情報共有の際に機能
する。
6） 入浴とはシャワーのことで、日本の特養では日課の中
心をなす重要な生活の一部であるが、デンマークでは
室内に備え付けてあるシャワーを浴びる程度である。
7） 研修を受けたということの意味は日本よりも重い。研
修を受けたということはそのことに対応できる技術
を身につけたということを意味するのである。
8） 夜勤は夜勤専門の職員がいる。給料が高いので労働時
間数を少なくできる。
9） 勤務帯を固定して労働契約をしているので、それ以外
の勤務形態にスタッフが言及することは基本的にな
い。しかし、シリアは生活の全体を把握して対応する
には日勤だけではなく、準夜もあった方がよいという
考えを披露してくれた。ケアに対する積極的な姿勢が
うかがえる。
10） 一斉にケアを進めるよりも、准夜をいれることに
よって、一週間の中でみればより幅広い時間帯で対
応ができるので、個別のリズムに合わせてケアがし
やすくなるということ。
11） 働く時間は職員によって違い、いずれも契約による。
12） デンマークでは、実習生がほとんど毎日いて、有力
な人的資源になっている。管理者の重要な役割の一
つが実習生をうまく回して勤務上の空白を作らない
ことである。
13） 日本のように家族介護の負担の増加が入居の理由に
ならない。あくまでも個人の事情による。
14） 財政の効率化が進んでおり、介護施設の公立公営か
ら住宅協会という民間が建設し、それを借り上げて
運営する民立公営に移行しつつある。

